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地殻化学実験施設では、四重極質量分析計による地下水溶存ガス連続観測法の開発を進めてきた。この方法で

は、水位変化や湧水量変化を同時に観測することを目的として、揚水した地下水はガスを抽出した後帯水層へ戻し

ている。このために、発泡ガスが揚水配管内に滞留することで内圧が上昇し、ガス抽出モジュールが破損するなど、

連続観測にとって障害となるさまざまな問題があった。昨年度は、このような障害を取り除くことができないまま、

帯水層へ地下水を戻すことが、帯水層にどのようなじょう乱を与えているか評価していた。今回、連続観測にとっ

ての問題を解決し、安定した観測条件で帯水層へのじょう乱の程度を再評価したので報告する。 


